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法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　企
業
の
発
展
を
支
援
し

　地
域
の
振
興
に
寄
与
し

　
　国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営
者
の
団
体
で
あ
る
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宇
都
宮
法
人
会 

会
長

　黒
本
淳
之
介
、
宇
都
宮
税
務
署 

署
長

　能
勢
幸
治 

氏
、
栃
木
県
宇
都
宮
県
税
事
務
所 

参
事
兼
所
長

　卯
柳
昭
教 

氏

関
東
信
越
税
理
士
会
宇
都
宮
支
部 

支
部
長

　佐
々
木
隆 

氏
、
宇
都
宮
法
人
会 

副
会
長

　渡
辺
信
行

（
上
か
ら
）

㈱栃木銀行

（上段右から）
㈱無限開発　石井弘之 氏
㈱ダイニチ総合プランニング
吉田恭平 氏
㈱スタッフバンク　川人健司 氏
（下段右から）
上陽工業㈱　上野勝弘 氏
㈱町田建塗工業　町田卓大 氏

第15回通常総会
議案書

会
員
増
強
功
労
者

第 15 回

通
常
総
会
を
開
催

○
個
人
（
目
標
達
成
し
た
個
人
）

　
㈱
無
限
開
発
　
　
　
　
　
石
井
　
弘
之

　
㈱
ダ
イ
ニ
チ
総
合
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
　
吉
田
　
恭
平

　
㈱
ユ
ウ
ケ
イ
工
業
　
　
　
梅
田
　
賢
一

　
㈱
ス
タ
ッ
フ
バ
ン
ク
　
　
川
人
　
健
司

　
上
陽
工
業
㈱
　
　
　
　
　
上
野
　
勝
弘

　
㈱
町
田
建
塗
工
業
　
　
　
町
田
　
卓
大

　
令
和
８
年
６
月
11
日
（
木
）
市
内
本
町

「
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
」
に
お
い

て
、
会
員
１
３
２
名
（
別
途
委
任
状
２
２

３
４
名
）
お
よ
び
来
賓
出
席
の
も
と
第
15

回
（
通
算
59
回
）
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
議
事
で
は
審
議
事
項
と
し
て

　
第
一
号
議
案
の
令
和
７
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
報
告
承
認
の
件
に
つ
い

て
は
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　
第
二
号
議
案
の
役
員
一
部
変
更
承
認

の
件
に
つ
い
て
も
原
案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
た
。

　
続
い
て
報
告
事
項
と
し
て

①
令
和
８
年
度
事
業
計
画

②
令
和
８
年
度
収
支
予
算

③
税
制
改
正
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
状
況
報
告

に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　
議
事
終
了
後
、
宇
都
宮
法
人
会
の
会
員

増
強
、
福
利
厚
生
制
度
の
推
進
に
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
機
関
、
個
人
、
支
部
に
対

し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
宇
都
宮
税
務
署
長
か
ら
永
年
に

わ
た
り
税
務
行
政
の
円
滑
な
推
進
に
貢
献

し
た
事
務
局
員
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

た
。

　
総
会
終
了
後
、
同
所
に
お
い
て
懇
親
会

を
催
し
、
会
員
同
士
の
親
睦
が
図
ら
れ
た
。

　
な
お
、
総
会
議
案
資
料
に
つ
い
は
当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
機
関
（
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
機
関
）

　
㈱
栃
木
銀
行

○
支
部
（
目
標
達
成
し
た
支
部
）

　【
金
　
　
賞
】
陽
南
幕
田
支
部

　【
銀
　
　
賞
】
さ
く
ら
支
部

　【
銅
　
　
賞
】
西
原
花
房
支
部

　【
目
標
達
成
】
河
内
支
部

マ
ロ
ニ
エ
支
部

御
幸
平
出
支
部

細
谷
戸
祭
支
部

上
三
川
支
部

駅
東
支
部

雀
宮
支
部

（
敬
称
略
）

（上段右から）
㈱五光　木内裕祐 氏
㈱ダイショウ　大関国明 氏
小平興業㈱　軍司晃央 氏
（下段右から）
㈱ジョウソー　関本順一 氏
㈲石川印刷所　金柿説生 氏

（公社）宇都宮法人会　星　学 氏
（公社）宇都宮法人会　宮崎公美子 氏

（上から）

（上段右から）
大同生命保険㈱宇都宮支社
山中恵子 氏
大同生命保険㈱宇都宮支社
江面　歩 氏
（下段右から）
㈱ACTIVE CARE
㈱アンカーエージェント
足利不動産㈱

科　　　目 当年度予算

◆一般正味財産増減の部
　　　経常収益計
　•経常費用
　　　事業費
　　　管理費
　　　経常費用計
　　　当期経常増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高

80,266,900

65,939,345
10,811,821
76,751,166
3,515,734

118,561,081
122,076,815

（単位：円）
令和８年度 収支予算書
令和８年４月１日から令和９年３月31日まで

科　　　目 当年度

◆一般正味財産増減の部
　　　経常収益計
　•経常費用
　　　事業費
　　　管理費
　　　経常費用計
　　　当期経常増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高

77,953,987

63,779,330
10,472,864
74,252,194
3,582,691

114,978,390
118,561,081

令和７年度 正味財産増減計算書
令和７年４月１日から令和８年３月31日まで （単位：円）

○
個
人
（
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
）

　
１
．
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度

　
㈱
五
光
　
　
　
　
　
　
　
木
内
　
裕
祐

　
㈱
ダ
イ
シ
ョ
ウ
　
　
　
　
大
関
　
国
明

　
２
．
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド

　（
弁
）宇
都
宮
東
法
律
事
務
所
　
伊
藤
　
一
星

　
小
平
興
業
㈱
　
　
　
　
　
軍
司
　
晃
央

福
利
厚
生
制
度
推
進
功
労
者

○
優
良
推
進
員
、
代
理
店

　
１
．
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度

　
　
大
同
生
命
保
険
㈱
宇
都
宮
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
　
恵
子

　
　
大
同
生
命
保
険
㈱
宇
都
宮
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
面
　
　
歩

　
２
．
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド

　
　
㈱
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ

　
　
㈱
ア
ン
カ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト （

敬
称
略
）

宇
都
宮
税
務
署
長
感
謝
状
受
賞
者

（
敬
称
略
）

　（
公
社
）宇
都
宮
法
人
会
　
星
　
　
　
学

　（
公
社
）宇
都
宮
法
人
会
　
宮
崎
公
美
子

　
３
．
が
ん
・
医
療
保
険
制
度

　
　
㈱
ジ
ョ
ウ
ソ
ー
　
　
　
関
本
　
順
一

　
　
㈲
石
川
印
刷
所
　
　
　
金
柿
　
説
生

○
支
部

（
３
制
度
合
計
契
約
件
数 

上
位
３
支
部
）

　【
１
位
】
御
幸
平
出
支
部

　【
２
位
】
石
井
横
田
支
部

　【
３
位
】
駅
東
支
部

　
３
．
が
ん
・
医
療
保
険
制
度

　
　
足
利
不
動
産
㈱

永
年
に
わ
た
り
税
務
行
政
の

　円
滑
な
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
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（上段右から）
㈱五光　木内裕祐 氏
㈱ダイショウ　大関国明 氏
小平興業㈱　軍司晃央 氏
（下段右から）
㈱ジョウソー　関本順一 氏
㈲石川印刷所　金柿説生 氏

（公社）宇都宮法人会　星　学 氏
（公社）宇都宮法人会　宮崎公美子 氏

（上から）

（上段右から）
大同生命保険㈱宇都宮支社
山中恵子 氏
大同生命保険㈱宇都宮支社
江面　歩 氏
（下段右から）
㈱ACTIVE CARE
㈱アンカーエージェント
足利不動産㈱

科　　　目 当年度予算

◆一般正味財産増減の部
　　　経常収益計
　•経常費用
　　　事業費
　　　管理費
　　　経常費用計
　　　当期経常増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高

80,266,900

65,939,345
10,811,821
76,751,166
3,515,734

118,561,081
122,076,815

（単位：円）
令和８年度 収支予算書
令和８年４月１日から令和９年３月31日まで

科　　　目 当年度

◆一般正味財産増減の部
　　　経常収益計
　•経常費用
　　　事業費
　　　管理費
　　　経常費用計
　　　当期経常増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高

77,953,987

63,779,330
10,472,864
74,252,194
3,582,691

114,978,390
118,561,081

令和７年度 正味財産増減計算書
令和７年４月１日から令和８年３月31日まで （単位：円）

○
個
人
（
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
）

　
１
．
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度

　
㈱
五
光
　
　
　
　
　
　
　
木
内
　
裕
祐

　
㈱
ダ
イ
シ
ョ
ウ
　
　
　
　
大
関
　
国
明

　
２
．
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド

　（
弁
）宇
都
宮
東
法
律
事
務
所
　
伊
藤
　
一
星

　
小
平
興
業
㈱
　
　
　
　
　
軍
司
　
晃
央

福
利
厚
生
制
度
推
進
功
労
者

○
優
良
推
進
員
、
代
理
店

　
１
．
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度

　
　
大
同
生
命
保
険
㈱
宇
都
宮
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
　
恵
子

　
　
大
同
生
命
保
険
㈱
宇
都
宮
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
面
　
　
歩

　
２
．
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド

　
　
㈱
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ

　
　
㈱
ア
ン
カ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト （

敬
称
略
）

宇
都
宮
税
務
署
長
感
謝
状
受
賞
者

（
敬
称
略
）

　（
公
社
）宇
都
宮
法
人
会
　
星
　
　
　
学

　（
公
社
）宇
都
宮
法
人
会
　
宮
崎
公
美
子

　
３
．
が
ん
・
医
療
保
険
制
度

　
　
㈱
ジ
ョ
ウ
ソ
ー
　
　
　
関
本
　
順
一

　
　
㈲
石
川
印
刷
所
　
　
　
金
柿
　
説
生

○
支
部

（
３
制
度
合
計
契
約
件
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上
位
３
支
部
）

　【
１
位
】
御
幸
平
出
支
部

　【
２
位
】
石
井
横
田
支
部

　【
３
位
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駅
東
支
部

　
３
．
が
ん
・
医
療
保
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制
度

　
　
足
利
不
動
産
㈱

永
年
に
わ
た
り
税
務
行
政
の

　円
滑
な
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
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上三川支部

清原支部

石井横田支部

駅東
支部

御幸平出
支部

馬場宮園
支部

清住塙田
支部

マロニエ
支部

雀宮支部

西原花房
支部 陽南幕田

支部

さくら
支部

城山支部

北支部

細谷戸祭
支部

河内支部

上河内支部

中央
支部

北ブロック

西ブロック

中ブロック

東ブロック

［ブロック・支部区分図］ 支
部
社
会
貢
献
事
業

■
細
谷
戸
祭
支
部

長
岡
、
上
戸
祭
、
宝
木
、
東
宝
木
、
細
谷
、

戸
祭
台
、
戸
祭
、
下
戸
祭
、
東
戸
祭
、
戸

祭
元
、
山
本
、
中
戸
祭
、
若
草
、
八
幡
台
、

豊
郷
台

■
マ
ロ
ニ
エ
支
部

岩
本
、
関
堀
、
川
俣
、
下
川
俣
、
海
道
、

岩
曽
、
今
泉
、
今
泉
新
、
東
、
竹
林
、
錦
、

大
曽
、
上
大
曽
、
瓦
谷

■
御
幸
平
出
支
部

御
幸
が
原
、
御
幸
本
、
御
幸
、
上
野
、
平

出
工
業
団
地
、
平
出
、
下
平
出
、
柳
田
、

越
戸
、
泉
ヶ
丘
、
東
今
泉
、
陽
東

■
駅
東
支
部
 

元
今
泉
、
簗
瀬
、
東
峰
、
峰
、
平
松
、
平

松
本
、
宿
郷
、
東
宿
郷
、
東
簗
瀬
、
宮
み

ら
い

■
石
井
横
田
支
部

下
栗
、
さ
る
や
ま
、
瑞
穂
、
屋
板
、
石
井
、

問
屋
、川
田
、上
横
田
、横
田
新
、東
横
田
、

台
新
田
、
城
南
、
上
桑
島
、
下
桑
島
、
東

刑
部
、
西
刑
部
、
東
木
代
、
平
塚
、
砂
田

■
陽
南
幕
田
支
部

江
曽
島
、江
曽
島
本
、春
日
、西
原
、陽
南
、

大
和
、
宮
本
、
双
葉
、
緑
、
今
宮
、
大
塚
、

八
千
代
、東
原
、東
浦
、西
川
田
、兵
庫
塚
、

幕
田
、
鷺
の
谷
、
西
川
田
東
、
西
川
田
本
、

西
川
田
南

■
さ
く
ら
支
部

鶴
田
、下
砥
上
、砥
上
、下
欠
、上
欠
、睦
、

陽
西
、
一
の
沢
、
北
一
の
沢
、
西
一
の
沢
、

南
一
の
沢
、
中
一
の
沢
、
桜
、
西
大
寛
、

住
吉
、
操
、
材
木
、
大
寛

■
西
原
花
房
支
部

不
動
前
、宮
原
、日
の
出
、滝
の
原
、弥
生
、

吉
野
、伝
馬
、西
、一
条
、西
原
、京
、滝
谷
、

六
道
、幸
、新
町
、菊
水
、花
園
、明
保
野
、

花
房
、
花
房
本

■
清
住
塙
田
支
部

松
原
、
清
住
、
星
が
丘
、
小
幡
、
塙
田
、
東

塙
田
、
栄
、
千
波
、
今
泉
、
昭
和
、
泉
、
本

■
細
谷
戸
祭
支
部

上
戸
祭
小
学
校

「
体
育
用
マ
ッ
ト
」

■
マ
ロ
ニ
エ
支
部

豊
郷
中
央
小
学
校

「
ミ
シ
ン
」
２
台

■
御
幸
平
出
支
部

平
石
中
央
小
学
校

「
児
童
図
書
」
38
冊

■
駅
東
支
部

今
泉
小
学
校

「
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
」
２
個

「
学
級
文
庫
図
書
」
47
冊

■
石
井
横
田
支
部

⑴
瑞
穂
野
中
学
校

「
高
速
起
動
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
」

「
電
気
ポ
ッ
ト
」

⑵
陽
東
中
学
校

「
ハ
イ
パ
ワ
ー
ブ
ロ
ワ
ー
」

「
２
Ｗ
Ａ
Ｙ
バ
リ
カ
ン
」

⑶
横
川
中
学
校

「
マ
グ
ネ
ッ
ト
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
」
10
枚

■
陽
南
幕
田
支
部

陽
光
小
学
校

「
花
苗
５
２
８
株
・
培
養
土
24
袋
・

プ
ラ
ン
タ
ー
12
個
・
じ
ょ
う
ろ
６
個
」

■
さ
く
ら
支
部

⑴
姿
川
中
央
小
学
校

「
掃
除
機
」

⑵
姿
川
第
二
小
学
校

「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
」

■
西
原
花
房
支
部

⑴
西
原
小
学
校

「
マ
ッ
ト
レ
ス
」
２
枚

「
消
毒
液
」「
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
」

⑵
西
小
学
校

「
ゴ
ミ
袋
」

宇
都
宮
法
人
会
内
の
17
支
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
管
内

に
あ
る
小
中
学
校
や
子
ど
も
の
居
場
所
等
へ
、
毎
年
、
寄
贈

場
所
や
寄
贈
品
の
選
定
等
を
協
議
の
上
、
支
部
社
会
貢
献
事

業
の
一
環
と
し
て
、
備
品
等
の
寄
贈
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
支
部
（
18
支
部
）
に
つ
い
て
は
、
各
企
業
の
所
在
地

に
よ
り
区
分
け
し
て
い
る
。

支部名と企業所在区域町名

■
清
住
塙
田
支
部

東
小
学
校

「
プ
リ
ン
タ
ー
」「
洗
濯
機
」

■
馬
場
宮
園
支
部

中
央
小
学
校

「
吸
水
マ
ッ
ト
」
11
枚

■
中
央
支
部

旭
中
学
校

「
ス
ピ
ー
カ
ー
ス
タ
ン
ド

　
　
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
付
」

■
北
支
部

⑴
晃
宝
小
学
校

「
児
童
図
書
」
８
冊

⑵
豊
郷
北
小
学
校

「
児
童
図
書
」
12
冊

⑶
国
本
中
央
小
学
校

「
児
童
図
書
」
11
冊

■
清
原
支
部

清
原
中
学
校

「
大
型
簡
易
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
」

「
テ
ン
ト
重
り
」
６
個

■
城
山
支
部

東
日
本
盲
導
犬
協
会

「
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
」

■
河
内
支
部

白
沢
小
学
校

「
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
」

■
上
三
川
支
部

上
三
川
町
立
明
治
中
学
校

「
図
書
」

■
上
河
内
支
部

⑴
上
河
内
中
学
校

「
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
」

⑵
上
河
内
中
央
小
学
校

上
河
内
東
小
学
校

上
河
内
西
小
学
校

　「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
タ
ッ
チ
ペ
ン
」
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■
馬
場
宮
園
支
部

仲
、
宮
、
馬
場
通
り
、
二
荒
、
曲
師
、
大

通
り
、
宮
園
、
松
が
峰
、
池
上
、
江
野

■
中
央
支
部

一
番
、
二
番
、
三
番
、
川
向
、
駅
前
通
り
、

博
労
、中
央
、中
央
本
、南
大
通
り
、天
神
、

中
河
原
、
本
丸
、
旭
、
御
蔵
、
河
原
、
下

河
原

■
北
支
部

篠
井
、飯
山
、下
小
池
、上
小
池
、石
那
田
、

徳
次
郎
、
新
里
、
上
金
井
、
下
金
井
、
上

横
倉
、
下
横
倉
、
横
山
、
宝
木
本
、
岩
原
、

野
沢
、
大
網

■
清
原
支
部

板
戸
、刈
沼
、野
高
谷
、満
美
穴
、道
場
宿
、

竹
下
、
氷
室
、
鐺
山
、
上
籠
谷
、
桑
島
、

清
原
工
業
団
地
、
清
原
、
ゆ
い
の
杜

■
城
山
支
部

飯
田
、
大
谷
、
古
賀
志
、
駒
生
、
下
荒
針
、

田
下
、
田
野
、
福
岡
、
西
の
宮

■
雀
宮
支
部

上
御
田
、下
反
町
、下
横
田
、新
富
、末
広
、

雀
の
宮
、
雀
宮
、
高
砂
、
東
谷
、
中
島
、

羽
牛
田
、
針
ヶ
谷
、
富
士
見
、
御
田
長
島
、

南
高
砂
、
南
、
宮
の
内
、
茂
原
、
五
代
、

さ
つ
き
、
若
松
原
、
み
ど
り
野
、
北
若
松

原
■
河
内
支
部

中
岡
本
、
下
岡
本
、
東
岡
本
、
白
沢
、
下

ケ
橋
、
西
下
ケ
橋
、
東
下
ケ
橋
、
長
峰
、

逆
面
、
相
野
沢
、
古
田
、
上
田
原
、
上
田

原
天
王
原
、
上
田
原
西
組
、
上
田
原
東

原
叶
谷
、立
伏
、宝
井
、上
宝
井
、下
宝
井
、

大
塚
、
下
田
原

■
上
三
川
支
部

河
内
郡
上
三
川
町

■
上
河
内
支
部

芦
沼
、
今
里
、
上
田
、
金
田
、
上
小
倉
、

関
白
、
下
小
倉
、
高
松
、
中
里
、
冬
室
、

松
田
新
田
、
宮
山
田
、
免
ノ
内

西原花房支部 御幸平出支部

中央支部 駅東支部

陽南幕田支部北支部 マロニエ支部

上三川支部

城山支部

■
細
谷
戸
祭
支
部

上
戸
祭
小
学
校

「
体
育
用
マ
ッ
ト
」

■
マ
ロ
ニ
エ
支
部

豊
郷
中
央
小
学
校

「
ミ
シ
ン
」
２
台

■
御
幸
平
出
支
部

平
石
中
央
小
学
校

「
児
童
図
書
」
38
冊

■
駅
東
支
部

今
泉
小
学
校

「
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
」
２
個

「
学
級
文
庫
図
書
」
47
冊

■
石
井
横
田
支
部

⑴
瑞
穂
野
中
学
校

「
高
速
起
動
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
」

「
電
気
ポ
ッ
ト
」

⑵
陽
東
中
学
校

「
ハ
イ
パ
ワ
ー
ブ
ロ
ワ
ー
」

「
２
Ｗ
Ａ
Ｙ
バ
リ
カ
ン
」

⑶
横
川
中
学
校

「
マ
グ
ネ
ッ
ト
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
」
10
枚

■
陽
南
幕
田
支
部

陽
光
小
学
校

「
花
苗
５
２
８
株
・
培
養
土
24
袋
・

プ
ラ
ン
タ
ー
12
個
・
じ
ょ
う
ろ
６
個
」

■
さ
く
ら
支
部

⑴
姿
川
中
央
小
学
校

「
掃
除
機
」

⑵
姿
川
第
二
小
学
校

「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
」

■
西
原
花
房
支
部

⑴
西
原
小
学
校

「
マ
ッ
ト
レ
ス
」
２
枚

「
消
毒
液
」「
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
」

⑵
西
小
学
校

「
ゴ
ミ
袋
」

■
清
住
塙
田
支
部

東
小
学
校

「
プ
リ
ン
タ
ー
」「
洗
濯
機
」

■
馬
場
宮
園
支
部

中
央
小
学
校

「
吸
水
マ
ッ
ト
」
11
枚

■
中
央
支
部

旭
中
学
校

「
ス
ピ
ー
カ
ー
ス
タ
ン
ド

　
　
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
付
」

■
北
支
部

⑴
晃
宝
小
学
校

「
児
童
図
書
」
８
冊

⑵
豊
郷
北
小
学
校

「
児
童
図
書
」
12
冊

⑶
国
本
中
央
小
学
校

「
児
童
図
書
」
11
冊

■
清
原
支
部

清
原
中
学
校

「
大
型
簡
易
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
」

「
テ
ン
ト
重
り
」
６
個

■
城
山
支
部

東
日
本
盲
導
犬
協
会

「
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
」

■
河
内
支
部

白
沢
小
学
校

「
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
」

■
上
三
川
支
部

上
三
川
町
立
明
治
中
学
校

「
図
書
」

■
上
河
内
支
部

⑴
上
河
内
中
学
校

「
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
」

⑵
上
河
内
中
央
小
学
校

上
河
内
東
小
学
校

上
河
内
西
小
学
校

　「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
タ
ッ
チ
ペ
ン
」
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企 業 紹 介

［さくら支部］行政書士あさみ法務事務所

［細谷戸祭支部］株式会社 みのわ ［御幸平出支部］日産部品栃木販売株式会社

［北支部］有限会社 中山運送

□住所：［本社］宇都宮市戸祭4-14-24　□ＴＥＬ：０２８‐６２２‐９０３８
□ＦＡＸ：０２８‐６２２‐９３７９　□ＵＲＬ：https://minowasekizai.com
□事業種：石材業、建設業、仏具販売

代表取締役社長／箕　輪　賢　二

当社は昭和15年の創業以来、80年以上３代にわたって続く栃木
県の地域密着の石材店です。墓石の建立から修理、リフォーム、
墓じまいまで幅広いサービスを提供しており、自社施工による確
かな技術力で日光東照宮をはじめとする歴史的建造物の施工実績
もあります。お客様のお気持ちに寄り添いながら、亡くなった方
を思う供養のこころや残される方への思いを形にするお墓づくり
のお手伝いを今日まで続けてまいりました。今後も地域の皆様に
愛される、安心してお任せいただける石材店であるために日々精
進してまいります。

□住所：宇都宮市平出町3652番地
□ＴＥＬ：０２８‐662-1423　□ＦＡＸ：０２８‐664-2252
□事業種：自動車部品卸売業

代表取締役社長／山　中　洋　二

栃木日産グループの中核である栃木日産自動車販売株式会社と
日産プリンス栃木販売株式会社の中の一部門である「部品課」が
お互いに独立合併をして誕生した会社です。
お客様のより豊かなカーライフのために、車両販売会社や部品
卸商、整備工場などのお客様に日産純正部品を中心とした各種部
品をお届けしています。B to B（企業対企業）の舞台でメーカーと
エンドユーザーの間に立ち、それぞれのお客様が必要とする商品
を迅速に提供することでお客様の最適なカーライフを支えていき
たいと考えております。

□住所：宇都宮市宝木本町2541-73　□ＴＥＬ：０２８‐612-5505
□ＦＡＸ：０２８‐612-6777　□ＵＲＬ：https://www.nakayamaunsou.co.jp
□事業種：食肉販売業、一般貨物自動車運送事業、冷凍倉庫業

代表取締役／中　山　文　仁

弊社は1987年「寿こまわり便」から歩みを始め、1995年に有限
会社中山運送として新たな一歩を刻みました。2005年には食肉販
売部を立ち上げ、鶏肉はもちろん牛・豚や各種加工食品まで、お
客様の食卓とビジネスを支える品をお届けしてきました。2017年
には冷凍倉庫部を開設し、運送・販売・冷凍倉庫という三位一体
の体制で、「鮮度」と「安心」を最後の一瞬まで守り抜く総合食
品物流企業になりました。事業をする中で大切にしてきたことは、
「真面目に、一生懸命。」今後も従業員一同で、一本の配送、ひ
とつの商品、１℃の温度管理にまでその思いを込めて「中山運送
に任せて良かった」を積み重ねてまいります。

□住所：宇都宮市鶴田町3705-5
□ＴＥＬ：０２８‐３３３‐９１８７　□ＦＡＸ：０５０‐３４８８‐７６７７
□ＵＲＬ：https://g-asamioffice.com　□事業種：行政書士

当事務所は、宇都宮市を拠点に建設業許可や産業廃棄物収集運
搬業許可をはじめとした、各種許認可申請を専門に取り扱ってお
ります。複雑で手間のかかる申請業務も、専門知識と豊富な実績
を活かし、スムーズかつ確実にサポートいたします。新規取得は
もちろん、更新・変更手続きまで、事業者さまの立場に立って丁
寧に対応いたします。女性行政書士ならではの、きめ細かで親し
みやすい対応がご好評をいただいております。お一人おひとりの
状況に寄り添い、安心してお任せいただけるパートナーとして、
全力でサポートいたします。まずはお気軽にご相談ください。

代表／平　塚　麻　美

企 業 紹 介

［清住塙田支部］株式会社 丸治 ［中央支部］栃木信用金庫 宇都宮営業部

［西原花房支部］株式会社 トータルワークサポート ［清原支部］株式会社 ＤＣＳ

弊社は栃木県内を対象に、とび・土工工事、内装仕上げ工事一
式（ビニールクロス・床仕上げ・軽量鉄骨下地・石膏ボード・カー
テン・ブラインド・OAフロア等）を行っております。他にもビジ
ネスホン、ネットワークカメラ、複合機、什器備品、家具等の卸
売も行っております。何かお困りごとがありましたらお気軽にお
問い合せください。

□住所：宇都宮市花園町3番1号
□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐７７３２　□ＦＡＸ：０２８‐６３５‐７７１０
□住所［宝木本町事務所］宇都宮市宝木本町2064-4
□ＴＥＬ：０２８‐６１２‐５０８１　□ＦＡＸ：０２８‐６１２‐５０８７
□事業種：建設業、卸売業

代表取締役／石　川　　翼

□住所：宇都宮市竹下町622-26　□ＴＥＬ：０８０‐９０５１‐９２２７
□ＵＲＬ：https://www.big-advance.site/c/143/2048
□事業種：カーディテーリング、ドローン

代表／塩　野　茂　樹

弊社は忙しい日常を送るお客様のために、来店対応（代車ご利
用可）または出張対応可能なカークリーニングサービスを提供し
ています。栃木県全域を対象に、お客様のご自宅や職場に直接お
伺いし、車内外の清掃を実施いたします。プロの技術と経験豊富
なスタッフが細部にまでこだわった清掃を行い、大切なお車をピ
カピカに仕上げます。また、ドローンを活用したサービスも提供
しており、多角的なアプローチでお客様のニーズに応えます。こ
れからも皆様の信頼に応えられるよう、スタッフ一同誠心誠意努
めてまいります。

□住所：宇都宮市泉町1-22
□ＴＥＬ：０２８‐６２１‐２２１１　□ＦＡＸ：０２８‐６２１‐６０２７
□ＵＲＬ：https://maruji.jp　□事業種：ホテル業・飲食業

元禄創業の株式会社丸治は、元禄年間に脇本陣であった本家
丸屋より初代治兵衛が興した旅籠です。丸屋の治兵衛より丸治
を屋号とし、宇都宮の歴史と共に今日まで歩んで参りました。
生業は旅館ホテル業であり、ホテル丸治、ホテル・ザ・セント
レ宇都宮の２つのホテルを経営しております。ホテル・ザ・セ
ントレには創業者の名前を冠した治兵衛があり、地域の皆様の
お食事と交流の場となっております。
ホテル以外にも日本料理丸治小山店がございます。これから
も地域の皆様と共に愛する宇都宮の発展を支えてゆく所存でご
ざいます。皆様方のお越しをお待ち申し上げております。

代表取締役／福　田　治　久

□住所：宇都宮市中央１丁目９番４号　□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐２１１１
□ＵＲＬ：https://www.shinkin.co.jp/tochigi/
□事業種：金融業

栃木信用金庫宇都宮営業部は、東武宇都宮駅から徒歩３分の場
所に位置し、地域の皆さまにきめ細やかなサービスと安心・信頼
を提供しております。
栃木信用金庫は、来る令和10年の創立100周年に向けて、『ひ

とり100社（人）のファンづくり』を行動指針に掲げて業務に取組
んでおります。職員ひとりひとりがお客さまの課題解決や地域の
成長に資する支援に注力することでお客さまに喜んでいただき、
当金庫のファンを増やしてまいりたいと思います。今後とも「と
ちしん」を宜しくお願い致します。

部長／本　橋　和　幸
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企 業 紹 介

［清住塙田支部］株式会社 丸治 ［中央支部］栃木信用金庫 宇都宮営業部

［西原花房支部］株式会社 トータルワークサポート ［清原支部］株式会社 ＤＣＳ

弊社は栃木県内を対象に、とび・土工工事、内装仕上げ工事一
式（ビニールクロス・床仕上げ・軽量鉄骨下地・石膏ボード・カー
テン・ブラインド・OAフロア等）を行っております。他にもビジ
ネスホン、ネットワークカメラ、複合機、什器備品、家具等の卸
売も行っております。何かお困りごとがありましたらお気軽にお
問い合せください。

□住所：宇都宮市花園町3番1号
□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐７７３２　□ＦＡＸ：０２８‐６３５‐７７１０
□住所［宝木本町事務所］宇都宮市宝木本町2064-4
□ＴＥＬ：０２８‐６１２‐５０８１　□ＦＡＸ：０２８‐６１２‐５０８７
□事業種：建設業、卸売業

代表取締役／石　川　　翼

□住所：宇都宮市竹下町622-26　□ＴＥＬ：０８０‐９０５１‐９２２７
□ＵＲＬ：https://www.big-advance.site/c/143/2048
□事業種：カーディテーリング、ドローン

代表／塩　野　茂　樹

弊社は忙しい日常を送るお客様のために、来店対応（代車ご利
用可）または出張対応可能なカークリーニングサービスを提供し
ています。栃木県全域を対象に、お客様のご自宅や職場に直接お
伺いし、車内外の清掃を実施いたします。プロの技術と経験豊富
なスタッフが細部にまでこだわった清掃を行い、大切なお車をピ
カピカに仕上げます。また、ドローンを活用したサービスも提供
しており、多角的なアプローチでお客様のニーズに応えます。こ
れからも皆様の信頼に応えられるよう、スタッフ一同誠心誠意努
めてまいります。

□住所：宇都宮市泉町1-22
□ＴＥＬ：０２８‐６２１‐２２１１　□ＦＡＸ：０２８‐６２１‐６０２７
□ＵＲＬ：https://maruji.jp　□事業種：ホテル業・飲食業

元禄創業の株式会社丸治は、元禄年間に脇本陣であった本家
丸屋より初代治兵衛が興した旅籠です。丸屋の治兵衛より丸治
を屋号とし、宇都宮の歴史と共に今日まで歩んで参りました。
生業は旅館ホテル業であり、ホテル丸治、ホテル・ザ・セント
レ宇都宮の２つのホテルを経営しております。ホテル・ザ・セ
ントレには創業者の名前を冠した治兵衛があり、地域の皆様の
お食事と交流の場となっております。
ホテル以外にも日本料理丸治小山店がございます。これから
も地域の皆様と共に愛する宇都宮の発展を支えてゆく所存でご
ざいます。皆様方のお越しをお待ち申し上げております。

代表取締役／福　田　治　久

□住所：宇都宮市中央１丁目９番４号　□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐２１１１
□ＵＲＬ：https://www.shinkin.co.jp/tochigi/
□事業種：金融業

栃木信用金庫宇都宮営業部は、東武宇都宮駅から徒歩３分の場
所に位置し、地域の皆さまにきめ細やかなサービスと安心・信頼
を提供しております。
栃木信用金庫は、来る令和10年の創立100周年に向けて、『ひ

とり100社（人）のファンづくり』を行動指針に掲げて業務に取組
んでおります。職員ひとりひとりがお客さまの課題解決や地域の
成長に資する支援に注力することでお客さまに喜んでいただき、
当金庫のファンを増やしてまいりたいと思います。今後とも「と
ちしん」を宜しくお願い致します。

部長／本　橋　和　幸
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会員増強運動 推進中!!
健全な経営、正しい納税、社会に貢献 健全な納税者の団体・良き経営者を目指す者の団体…それが法人会です。

会員の皆様の近くに未加入の会社がありましたら、ぜひ法人会への加入をお勧めください。

入って良かった
法人会を目指します!

1 法人会に加入すると異業種との交流や社会的評価が高まり、企業の繁栄が図れます。
2 健全な納税者として税務署の信頼が得られます。
3 法人会活動を通し、地域社会へ貢献ができます。

職　　　名 氏　名 前　　　職
署長

副署長（総広管徴）

副署長（個資）

副署長（法酒）

特別国税調査官（総合調査担当）

特別国税調査官（開発調査担当）

特別国税調査官（法人担当）

総務課長

税務広報広聴官

税務広報広聴官

特別国税調査官（法人担当）

特別国税調査官（法人担当）

特別国税調査官（法人担当）

特別国税調査官（源泉担当）

法人課税第一部門　統括国税調査官

法人課税第二部門　統括国税調査官

法人課税第三部門　統括国税調査官

法人課税第四部門　統括国税調査官

法人課税第五部門　統括国税調査官

法人課税第六部門　統括国税調査官

情報技術専門官（法人担当）

審理専門官 ( 法人担当）

法人課税部門　連絡調整官

法人会担当

窪田　　剛

中村　　徹

宮崎　信宏

宮部　武史

澁谷　知博

大畑　　勝

野田　裕之

小林　徹也

栗原　宏之

大久保　剛

小泉　友克

齋田　広明

瀧川　明宣

小池由美子

谷田部雅弘

宮崎　陽夫

伊藤　一久

小川　拓男

柏原　宏行

鈴木　昌利

熊坂　洋一

牧田　伸浩

伊藤　将晃

萩原　庸光

関東信越国税局　課税第一部　次長

関東信越国税局　総務部　税務相談室　相談官

（留任）

関東信越国税局　調査査察部　調査第二部門　統括国税調査官

関東信越国税局　総務部　税務相談室　主任相談官

（留任）

下館税務署　特別国税調査官（法人担当）

大田原税務署　総務課　課長

（留任）

宇都宮税務署　管理運営部門　連絡調整官

関東信越国税局　調査査察部　査察第五部門　総括主査

浦和税務署　特別国税調査官（法人消費税担当）

（留任）

（留任）

水戸税務署　法人課税第一部門　統括国税調査官

（留任）

広島国税局　岡山東税務署　法人課税第五部門　統括国税調査官

栃木税務署　法人課税第四部門　統括国税調査官

宇都宮税務署　法人課税部門　連絡調整官

宇都宮税務署　法人課税第七部門　統括国税調査官

宇都宮税務署　審理専門官 ( 法人担当）

大宮税務署　特別調査情報官

浦和税務署　酒類指導官部門　総括上席

真岡税務署　総務課　総務係長

宇都宮税務署　新陣容 （法人会関係部門）

【送付先】

申告書様式申告書様式

宇都宮法人会 新セミナー続々掲載
インターネットセミナーのご案内

無料公開

0701
9466

ログインID：
パスワード：

宇都宮法人会 で検索いただけます検 索

全セミナー約700講座以上
■実務家
■一般経営
■法律
■労務

■税務・財務・経理
■研修・人材育成
■環境・高齢化
■健康・ライフスタイル

■政治経済
■著名人
■パソコン研修
■経営実務研修

税務署からのお知らせ

申告書等の郵送による送付先についてのご案内
　国税局の組織である「業務センター」では、申告書入力などの税務署内部事務の集約処
理（内部事務のセンター化）を実施しており、令和８年７月10日以降、全ての税務署が対
象となりました。
　つきましては、令和８年７月10日以降、申告書等を郵送により提出する場合は、以下の
送付先へお願いいたします。

328-8587

宛　　名郵便番号

関東信越国税局　栃木業務センター

防衛特別法人税が創設されました
　令和７年３月 31 日に公布された「所得税法等の一部を改正する法律（令和７年法律第
13 号）（令７改正法）」により「我が国の防衛力の抜本的な強化等のために必要な財源の確
保に関する特別措置法（防確法）」が改正され、防衛特別法人税が創設されました。

　これに伴い、令和８年４月１日以後に開始する事業年度から、各事業年度の所得に対す
る法人税を課される法人は、防衛特別法人税の納税義務者となり、防衛特別法人税確定申
告書の提出が必要となります。
（注）防衛特別法人税額が０であっても申告は必要となります。

詳しくは国税庁ホームページをご確認ください。

　なお、防衛特別法人税の申告書は、法人税及び地方法人税の申告書
と一体の様式となっています。ただし、別表一及び別表一の二の様式
では、防衛特別法人税の記載欄は法人税及び地方法人税の記載欄とは
別葉になりますので、提出を忘れないようご注意ください。

※申告書等を郵送により提出する場合は、郵便番号と宛名を記載してください。
　住所の記載は不要です。

宇都宮税務署
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【送付先】

申告書様式申告書様式

宇都宮法人会 新セミナー続々掲載
インターネットセミナーのご案内

無料公開

0701
9466

ログインID：
パスワード：

宇都宮法人会 で検索いただけます検 索

全セミナー約700講座以上
■実務家
■一般経営
■法律
■労務

■税務・財務・経理
■研修・人材育成
■環境・高齢化
■健康・ライフスタイル

■政治経済
■著名人
■パソコン研修
■経営実務研修

税務署からのお知らせ

申告書等の郵送による送付先についてのご案内
　国税局の組織である「業務センター」では、申告書入力などの税務署内部事務の集約処
理（内部事務のセンター化）を実施しており、令和８年７月10日以降、全ての税務署が対
象となりました。
　つきましては、令和８年７月10日以降、申告書等を郵送により提出する場合は、以下の
送付先へお願いいたします。

328-8587

宛　　名郵便番号

関東信越国税局　栃木業務センター

防衛特別法人税が創設されました
　令和７年３月 31 日に公布された「所得税法等の一部を改正する法律（令和７年法律第
13 号）（令７改正法）」により「我が国の防衛力の抜本的な強化等のために必要な財源の確
保に関する特別措置法（防確法）」が改正され、防衛特別法人税が創設されました。

　これに伴い、令和８年４月１日以後に開始する事業年度から、各事業年度の所得に対す
る法人税を課される法人は、防衛特別法人税の納税義務者となり、防衛特別法人税確定申
告書の提出が必要となります。
（注）防衛特別法人税額が０であっても申告は必要となります。

詳しくは国税庁ホームページをご確認ください。

　なお、防衛特別法人税の申告書は、法人税及び地方法人税の申告書
と一体の様式となっています。ただし、別表一及び別表一の二の様式
では、防衛特別法人税の記載欄は法人税及び地方法人税の記載欄とは
別葉になりますので、提出を忘れないようご注意ください。

※申告書等を郵送により提出する場合は、郵便番号と宛名を記載してください。
　住所の記載は不要です。

宇都宮税務署
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〈雀宮支部担当〉
佐々木 美紀

〈駅東支部担当〉
小倉 めぐみ

〈陽南幕田支部担当〉
青木 千佳

〈マロニエ支部担当〉
島田 穏空

〈清原支部担当〉
添田 雅美

○詳しくは、大同生命保険㈱ 宇都宮支社　【TEL】028-622-2641

○詳しくは、AIG損害保険㈱ 宇都宮支店　【TEL】028-346-4100

○詳しくは、アフラック生命保険㈱ がん電話相談　【TEL】03-5531-0110

厚生委員会厚生委員会 からのお知らせ

組織委員会組織委員会 からのお知らせ

無料経営支援サービス

無料がん電話相談

　厚生委員会では、法人会の福利厚生制度をより多くの会員企業の皆さまにご利用いただけるよう、
周知活動に取り組んでおります。

　組織委員会では、法人会活動の一層の充実に向け、組織基盤の強化が重要であることから、会員数
の維持・増加を図るための諸施策に取り組んでいます。

　会員企業の皆さまには、法人会のさまざまな事業へ積極的にご参加いただきますとともに、お知り
合いに未加入の企業がございましたら、ぜひご紹介いただけますと幸いです。

　毎年７月から９月を「退会防止運動月間」とし、役員が前年度にご入会いただいた会員企業を訪問して
おります。御礼のご挨拶にあわせて、当会のさまざまな事業や活動についてご案内し、ぜひご参加いただ
けるようお声がけを行っております。

■法人会福利厚生制度担当者（大同生命宇都宮支社）

■退会防止運動月間の取り組み

■無料で利用できる福利厚生サービス

人材採用・育成支援サービス 公的支援オンラインサービス 自社株評価試算サービス

ＩＴ活 用 支 援 サ ー ビ ス KENCO SUPPORT PROGRAM 企 業価値算定サービス

無料レジリエンス（事業継続力）診断
　自然災害・労働安全・サイバー攻撃など、企業を脅かすさまざまなリスクに、「備え」を見える化できる無料レジリ
エンス診断を実施中。「ヒト・モノ・カネ・情報」の４大経営資源と事業活動のリスクを分析し、「４つのコアレジリエンス」
として分かりやすく可視化します。
　自社の強みと課題が一目で分かり、事業を止めないための具体的な対策につなげます。

　がんに関する不安や悩みを、専門医や看護師資格を持つ相談員へ気軽に相談できる電話相談サービス。病気のこと
はもちろん、主治医との向き合い方やご家族との関係など、幅広いお悩みに対応します。電話だからこそ本音で話し
やすく、気持ちを整理し、新たな一歩を踏み出すきっかけに。ぜひご活用ください。
【受付時間　月曜日～木曜日11：00～15：00（祝日を除く）】
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新会員紹介（令和８年３月〜令和８年５月入会）
所 属 支 部 法 人 名 代 表 者 住 　 所 Ｔ Ｅ Ｌ 業 種 名

細谷戸祭支部 (株)アウグスタ 阿久津　　　修 宇都宮市下戸祭 2-9-1 高木コーポ 1 階 7 号室 028-612-4429 専門料理店
(株)ウェミアス 池　田　宏　明 宇都宮市上戸祭町 2989-105 090-2431-7606 医療用機械器具卸売業
(株)エイチ・ワイ・エイ 青　木　栄　幸 宇都宮市上戸祭町 76-13 028-306-0851 自動車一般整備業
関東タイヤ販売(株) 髙　津　浩　樹 宇都宮市上戸祭 3-1-7 028-621-5634 自動車部分品・附属品小売業
ＡＧカフェ 横　山　良　樹 宇都宮市山本 3-14-7 028-625-4455 喫茶店
等定石材 飯　村　　　等 宇都宮市細谷町 574-16 090-3500-8149 石工工事業
ふじの花おなかと内科クリニック 内　藤　裕　史 宇都宮市上戸祭町 662-15 080-5377-7110 無床診療所

マロニエ支部 (株)Ｇクラウド 影　山　　　正 宇都宮市大曽 1-1-23 028-666-6588 自動車小売業
(株)手塚工業 手　塚　克　彦 宇都宮市下川俣町 206-23 サンポワール宇都宮 201 号 028-666-6871 土木工事業
(株)パクマケ 木　村　正　彦 宇都宮市中今泉 5-32-11 070-4804-0372 身の回り品小売業
(株)Ｕｍｅｅｅ 関　根　弘　樹 宇都宮市中今泉 3-2-14 050-5799-4487 広告業
岸　　　真　誼 　　同　左 宇都宮市岩曽町 919-3 028-661-2202 医療に附帯するサービス業

御幸平出支部 (株)ＡＳＫエステート 阿　部　裕　介 宇都宮市柳田町 1386-2 028-666-0252 不動産代理業・仲介業
(株)エスホーム 西　村　　　寛 宇都宮市平出町 3563-3 028-613-6606 木造建築工事業
(株)日本ケアサプライ 栃木営業所 植　木　准　平 宇都宮市平出町 3728-1 028-613-3370 総合リース業
ビーサイド 早　川　育　哉 宇都宮市御幸ケ原町 116-1 028-664-3523 経営コンサルタント業

駅 東 支 部 (株)イシカワ 宇都宮営業所 加　瀬　光　右 宇都宮市東簗瀬 1-26-12 028-635-3144 荒物卸売業
朔永工業(株) 金　子　佳　史 宇都宮市元今泉 3-12-14 サーパス元今泉レジデンス 405 090-6486-3034 一般土木建築工事業
テクノリアルエステート(株) 入　野　英　次 宇都宮市宿郷 1-13-1 EASTCENTERBUILD1F-C 028-688-0202 土地売買業
(株)ユナイテッドファミリー 村　田　喜　彦 宇都宮市東宿郷 4-5-10 028-636-7807 美容業
(株)Ｒｅ．Ｖａｌｕｅ 田　村　尚　希 宇都宮市平松本町 1218-3 050-8894-9053 骨とう品小売業
ＡＬ ＳＴＹＬＥ 大　金　哲　也 宇都宮市宿郷 1-4-5 アワノビル 5F 028-611-1291 バー、キャバレー、ナイトクラブ
わたなべ整骨院 渡　邉　健　太 宇都宮市東峰 1-9-11 028-305-1563 施術所

石井横田支部 (有)熊谷塗装工業 熊　谷　茂　幸 宇都宮市屋板町 1018-2 028-666-7384 塗装工事業
(有)明宏製作所 野　中　文　樹 宇都宮市台新田 1-1-15 028-645-3892 金属製品製造業
茂木トーヨー住器(株) 宇都宮営業所 栁　岡　信太郎 宇都宮市問屋町 3426-61 028-657-5130 建築用金属製品卸売業
ＹＹ(協) 柳　沼　文　秀 宇都宮市台新田町 161 028-659-0607 事業協同組合

陽南幕田支部 (有)オーテック 中　村　　　柊 宇都宮市大塚町 12-24 028-658-1996 不動産管理業
(株)武田自動車 武　田　洋　祐 宇都宮市今宮 3-7-5 090-9646-2606 自動車小売業
(株)テンソウ 岩　下　　　匡 芳賀郡益子町大平 489-1 0285-72-5188 内装工事業
(有)柏企画 柏　渕　良　平 鹿沼市茂呂 565 0289-76-2040 食堂、レストラン
菅原圧送 菅　原　直　人 宇都宮市西川田本町 2-9-52 028-680-6046 土工・コンクリート工事業
はなだ 篠　原　一　朗 宇都宮市今宮 1-21-7 ル・パサージュ201 090-6516-9676 食堂、レストラン
ビッグ本舗 藤　井　幸　江 宇都宮市江曽島町 1412-27 028-656-5656 各種食料品小売業
プレイリーソリューションズ(同) 小　原　優　記 宇都宮市江曽島 4-1125-11 028-612-7183 受託開発ソフトウェア業
安　野　隆　政 　　同　左 宇都宮市江曽島 3-755 028-658-2582 不動産賃貸業
山咲組 小　出　弘　明 真岡市小林 60-2 070-4347-8998 土工・コンクリート工事業

さ く ら 支 部 (株)八木沢工業 八木沢　　　学 宇都宮市鶴田町 1492-48 028-348-0756 とび工事業
髙　橋　友　久 　　同　左 宇都宮市桜 5-8-17 090-2200-0380 飲食店

西原花房支部 (株)彩ホールディングス 大　塚　雅　一 宇都宮市日の出 2-5-8 028-615-7989 投資運用業
シンブ調査サービス(株) 長　阪　英　二 宇都宮市西原町 513-1-501 028-612-3180 事業サービス業
(株)ＮＥＸＴ－ＨＲ 手　塚　由莉奈 宇都宮市不動前 4-2-13 090-2683-3641 専門サービス業
近江やラーメン 金　尾　昌　典 宇都宮市菊水町 7-15 028-634-9356 ラーメン店

清住塙田支部 インフラット(株) 山　崎　涼　子 宇都宮市本町 13-18 028-666-6590 経営コンサルタント業
ＡＮｓｃｅｎｅ(同) 斎　藤　健太郎 宇都宮市松原 2-7-18 028-306-0800 身の回り品卸売業
(株)エイトファミリア 宇都宮支店 青　木　啓　弘 宇都宮市本町 4-12 虎屋ビル 5 階 D 号室 028-611-3791 土地売買業
(株)マックスコーポレ/ーション 松　永　良　夫 宇都宮市泉町 6-24 飯田ビル 2 階 028-650-6868 酒場、ビヤホール
細　島　幹　夫 　　同　左 宇都宮市昭和 3-2-8 090-4832-2780 不動産賃貸業

馬場宮園支部 (株)ＬＩＮＫ 林　　　恒　輝 宇都宮市曲師町 6-1 028-666-0887 食堂、レストラン
中 央 支 部 山　田　敬　子 　　同　左 鹿沼市栄町 1-16-9 090-2542-3859 生命保険媒介業
北 支 部 (株)ＫＩＺＵＮＡ 島　田　基　広 宇都宮市野沢町 54-3 080-2026-5335 屋根工事業

(有)東北ビジネスフォーム 𠮷　田　博　美 宇都宮市下小池町 321-50 028-669-2338 オフセット印刷業
清 原 支 部 (株)賢工業 橋　本　賢　宏 宇都宮市板戸町 2406-2 090-2632-6810 とび工事業

ラーメン貴丸 佐　藤　貴　浩 宇都宮市上籠谷町 3570-1 090-3542-2367 ラーメン店
城 山 支 部 ディードチャンプ(株) 荻　原　遼太郎 宇都宮市駒生町 1303-1 028-678-9633 中古自動車小売業

小久保フィルム 小久保　貴　将 宇都宮市駒生町 1359-2 KomanyuBaseD 棟 090-3451-1320 塗装工事業
原　澤　直　人 　　同　左 宇都宮市下荒針町 3051-2 090-1431-7054 貸事務所業

雀 宮 支 部 (株)アールジーピー 力　石　敏　明 宇都宮市針ヶ谷町 237-3 028-666-8144 屋根工事業
(株)刈部内装 刈　部　知　明 宇都宮市雀の宮 1-11-11 028-666-4924 大工工事業
(株)ジェイテック 樋　田　佳　彦 宇都宮市若松原 1-17-34 028-688-1455 医療用機械器具卸売業
(株)のざわ建築事務所 野　澤　敦　史 宇都宮市茂原 1-3-16-402 090-7732-0322 建築設計業
オリオンＩＴ専門学校 石　川　尚　子 宇都宮市みどり野町 26-14 090-1656-8736 専修学校

上 河 内 支 部 (株)山聖 亀　井　聖　平 さくら市桜ケ丘 1-2-1 090-2462-4735 医薬品小売業
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通
常
総
会
・
税
務
研
修
会
開
催

第47回

「
第
20
回
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

埼
玉
大
会
」参
加

法人会

フ
ェ
ス
タ
my
宇
都
宮

2
0
2
6
参
加

〈
全
法
連

　功
労
者
表
彰
受
賞
〉

　
　
　
小
杉
　
恵
子
　
様

●
７
月
28
日

　
　
令
和
８
年
度
県
外
視
察
研
修
会

　
　
新
橋
演
舞
場
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
も
の
の
け
姫
」

●
８
月
末

　
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
う
つ
の
み
や
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
品
の
寄
付

●
９
月
　
医
療
研
修
会

■
今
後
の
行
事
予
定

※

賞
味
期
限
が
１
ヶ
月
以
上
残
っ
て
い
る

　
食
品
を
募
集
中

（上段）左から　　野沢美由紀・永井京子
（下段）中村和子・牧野美代子・小杉恵子・福田泰子

（
上
か
ら
）
阿
部
副
署
長
、
横
松
副
会
長

令
和
８
年
６
月
５
日
㈮
11
時
よ
り
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
８
階
オ
ー
ロ
ラ
に

於
い
て
第
47
回
女
性
部
会
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

会
則
第
10
条
に
よ
り
小
杉
部
会
長
が

議
長
席
に
就
き
議
案
審
議
を
行
い
ま
し

た
。令

和
７
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

書
報
告
並
び
に
監
査
報
告
、
令
和
８
年

度
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
書
（
案
）

が
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

女
性
部
会
は
、
昭
和
54
年
11
月
発
足

以
来
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
47
年
間
歩

み
続
け
る
中
、
ま
た
新
た
な
１
ペ
ー
ジ

を
刻
み
ま
す
。

同
日
、
税
務
研
修
会
を
開
催
。
宇
都

宮
税
務
署
阿
部
辰
範
副
署
長
に
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

演
題
「
知
っ
て
お
き
た
い
税
知
識
」

と
題
し
、
改
正
法
人
税
や
Ａ
Ｉ
を
使
っ

て
の
税
務
調
査
な
ど
。

今
後
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
や
オ
ン

ラ
イ
ン
申
告
等
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
な

か
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
著
し
い
進
化

と
Ａ
Ｉ
の
頭
脳
分
析
に
驚
愕
し
ま
し
た
。

昼
食
会
は
、
来
賓
の
横
松
宏
明
副
会

長
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、
大
同
生
命
、
ア

フ
ラ
ッ
ク
生
命
、Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
各
社

の
ご
出
席
も
あ
り
、
和
や
か
な
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

（
部
会
長
　
小
杉
恵
子
）

４
月
16
日
㈭
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
／
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

に
お
い
て
全
国
11
国
税
局
管
内
28
県
連

３
９
１
会
１
６
７
１
名
の
会
員
が
集
ま

り
ま
し
た
。

当
日
９
時
30
分
よ
り
情
報
交
換
会
開

催
。「
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
食
品
ロ

ス
削
減
の
取
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ

い
た
ま
市
環
境
局
山
口
拓
郎
氏
と
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
﨑
田
裕
子
氏
に
よ
る
講
演
。

14
時
か
ら
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ

Ｅ
Ｔ
」
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
始

ま
り
、
記
念
講
演
は
、
林
家
た
い
平
氏

に
よ
る
演
題
「
笑
顔
の
も
と
に
笑
顔
が

集
ま
る
」。
笑
顔
は
じ
け
る
講
演
の
後
は

「
彩
の
国
か
ら
輝
く
未
来
へ
〜
女
性
が
創

る
新
時
代
〜
」
の
大
会
宣
言
。
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
作

品
の
展
示
ブ
ー
ス
や
郷
土
土
産
の
コ
ー

ナ
ー
等
な
ど
。
宇
都
宮
か
ら
７
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

大
宮
は
新
幹
線
で
30
分
の
地
。
次
回

は
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

（
部
会
長
　
小
杉
恵
子
）

令
和
８
年
５
月
17
日
㈰
宇
都
宮
城
址

公
園
に
於
い
て
、
青
年
部
会
と
共
に
税

の
啓
発
活
動
の
一
助
と
し
て
出
店
し
ま

し
た
。
法
人
会
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
、
税
金
ク

イ
ズ
、
ロ
ゴ
入
り
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
、

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
、
節
電
を
呼
び
か

け
る
う
ち
わ
、
法

人
会
マ
ス
コ
ッ
ト

け
ん
た
君
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
等
を
配

布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ダ
ミ
ー

の
百
万
円
と
レ
プ

リ
カ
一
億
円
の
重

さ
当
て
ク
イ
ズ
に

は
、
家
族
連
れ
な

ど
老
若
男
女
問
わ

ず
、
持
ち
上
げ
た

り
、写
真
を
撮
っ
た
り
と
大
盛
況
で
し
た
。

（
社
会
貢
献
委
員
長
　
清
水
多
美
子
）

（上段左から）上野副会長（来賓）、阿部副署長（来賓）、佐藤部会長
（下段左から）飯野会計幹事、齋藤副部会長、辻副部会長（司会）

フ
ェ
ス
タ
my
宇
都
宮
2
0
2
６

定
時
総
会
・
懇
親
会

本
セ
ミ
ナ
ー
は
関
東
信
越
国
税
局

管
内
６
県
（
埼
玉
・
茨
城
・
栃
木
・

群
馬
・
長
野
・
新
潟
）
の
県
連
青
年

部
会
が
隔
年
ご
と
に
持
ち
回
り
で
開

催
し
て
お
り
、
本
年
は
栃
木
県
連
主

管
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
令
和
８
年
９
月
11
日

　
　
局
連
合
同
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　（
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
に
て
）

■
今
後
の
主
な
事
業

●
令
和
９
年
２
月

　
　
第
９
回
税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

●
令
和
８
年
11
月
19
・
20
日

　
　
青
年
の
集
い
（
島
根
）

令
和
８
年
６
月
３
日
㈬
ホ
テ
ル
丸
治

に
て
、
定
時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
佐
藤
部
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
も
と
、
全
て
の

議
事
に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
来
賓
と
し

て
出
席
を
賜
っ
た
宇
都
宮
税
務
署
副
署

長
の
阿
部
辰
範
様
の
「
知
っ
て
お
き
た

い
税
知
識
【
源
泉
所
得
税
編
】」
を
演
題

と
し
た
研
修
会
が
行
わ
れ
、
身
近
な
事

例
を
踏
ま
え
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、
深

い
学
び
の
場
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
来

た
る
９
月
11
日
に
宇
都
宮
の
地
で
開
催

さ
れ
る
局
連
合
同
セ
ミ
ナ
ー
へ
向
け
た

決
起
を
含
め
た
盛
大
な
懇
親
会
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
８
年
５
月
17
日
㈰
宇
都
宮
市
民

の
日
に
宇
都
宮
城
址
公
園
に
て
フ
ェ
ス

タ
my
（
マ
イ
）
宇
都
宮
２
０
２
６
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
宇
都
宮
市
制

１
３
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
に
よ
る
演

奏
や
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は

終
始
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

宇
都
宮
法
人
会
青
年
部
会
の
ブ
ー
ス

で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
く

じ
引
き
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
く
じ
引
き
を
楽
し
み
、
常
時

長
い
列
が
で
き
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。
ま
た
、
親
会
か
ら
は
黒
本
会
長
、

上
野
副
会
長
が
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
で
あ
る
郷
土
愛

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
識
を
育
て
る
一
助

に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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後
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ヶ
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以
上
残
っ
て
い
る

　
食
品
を
募
集
中

（上段）左から　　野沢美由紀・永井京子
（下段）中村和子・牧野美代子・小杉恵子・福田泰子

（
上
か
ら
）
阿
部
副
署
長
、
横
松
副
会
長

令
和
８
年
６
月
５
日
㈮
11
時
よ
り
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
８
階
オ
ー
ロ
ラ
に

於
い
て
第
47
回
女
性
部
会
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

会
則
第
10
条
に
よ
り
小
杉
部
会
長
が

議
長
席
に
就
き
議
案
審
議
を
行
い
ま
し

た
。令

和
７
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

書
報
告
並
び
に
監
査
報
告
、
令
和
８
年

度
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
書
（
案
）

が
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

女
性
部
会
は
、
昭
和
54
年
11
月
発
足

以
来
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
47
年
間
歩

み
続
け
る
中
、
ま
た
新
た
な
１
ペ
ー
ジ

を
刻
み
ま
す
。

同
日
、
税
務
研
修
会
を
開
催
。
宇
都

宮
税
務
署
阿
部
辰
範
副
署
長
に
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

演
題
「
知
っ
て
お
き
た
い
税
知
識
」

と
題
し
、
改
正
法
人
税
や
Ａ
Ｉ
を
使
っ

て
の
税
務
調
査
な
ど
。

今
後
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
や
オ
ン

ラ
イ
ン
申
告
等
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
な

か
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
著
し
い
進
化

と
Ａ
Ｉ
の
頭
脳
分
析
に
驚
愕
し
ま
し
た
。

昼
食
会
は
、
来
賓
の
横
松
宏
明
副
会

長
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、
大
同
生
命
、
ア

フ
ラ
ッ
ク
生
命
、Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
各
社

の
ご
出
席
も
あ
り
、
和
や
か
な
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

（
部
会
長
　
小
杉
恵
子
）

４
月
16
日
㈭
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
／
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

に
お
い
て
全
国
11
国
税
局
管
内
28
県
連

３
９
１
会
１
６
７
１
名
の
会
員
が
集
ま

り
ま
し
た
。

当
日
９
時
30
分
よ
り
情
報
交
換
会
開

催
。「
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
食
品
ロ

ス
削
減
の
取
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ

い
た
ま
市
環
境
局
山
口
拓
郎
氏
と
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
﨑
田
裕
子
氏
に
よ
る
講
演
。

14
時
か
ら
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ

Ｅ
Ｔ
」
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
始

ま
り
、
記
念
講
演
は
、
林
家
た
い
平
氏

に
よ
る
演
題
「
笑
顔
の
も
と
に
笑
顔
が

集
ま
る
」。
笑
顔
は
じ
け
る
講
演
の
後
は

「
彩
の
国
か
ら
輝
く
未
来
へ
〜
女
性
が
創

る
新
時
代
〜
」
の
大
会
宣
言
。
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
作

品
の
展
示
ブ
ー
ス
や
郷
土
土
産
の
コ
ー

ナ
ー
等
な
ど
。
宇
都
宮
か
ら
７
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

大
宮
は
新
幹
線
で
30
分
の
地
。
次
回

は
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

（
部
会
長
　
小
杉
恵
子
）

令
和
８
年
５
月
17
日
㈰
宇
都
宮
城
址

公
園
に
於
い
て
、
青
年
部
会
と
共
に
税

の
啓
発
活
動
の
一
助
と
し
て
出
店
し
ま

し
た
。
法
人
会
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
、
税
金
ク

イ
ズ
、
ロ
ゴ
入
り
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
、

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
、
節
電
を
呼
び
か

け
る
う
ち
わ
、
法

人
会
マ
ス
コ
ッ
ト

け
ん
た
君
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
等
を
配

布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ダ
ミ
ー

の
百
万
円
と
レ
プ

リ
カ
一
億
円
の
重

さ
当
て
ク
イ
ズ
に

は
、
家
族
連
れ
な

ど
老
若
男
女
問
わ

ず
、
持
ち
上
げ
た

り
、写
真
を
撮
っ
た
り
と
大
盛
況
で
し
た
。

（
社
会
貢
献
委
員
長
　
清
水
多
美
子
）
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理

会

税

士

大胆な
投資促進税制

「
大
胆
な
投
資
促
進
税
制
」の

概
要

関
東
信
越
税
理
士
会 

宇
都
宮
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
太
邦

（
出
典
：
経
済
産
業
省
Ｈ
Ｐ

　
財
務
省
Ｈ
Ｐ
　
与
党
税
制
改
正
大
綱
）

令
和
７
年
10
月
に
第
１
次
高
市
内
閣

が
発
足
し
ま
し
た
。
日
本
初
の
女
性
首

相
の
誕
生
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
国
内

は
も
と
よ
り
、
世
界
各
国
か
ら
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
高
市
内
閣
の
も
と
、
令
和
８
年

度
の
税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
「
責
任

あ
る
積
極
財
政
」
の
方
針
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
従
来
か
ら
踏
襲

さ
れ
て
い
る
予
算
の
単
年
度
主
義
と
い

う
考
え
方
に
過
度
に
と
ら
わ
れ
る
硬
直

的
な
税
制
で
な
く
、
複
数
年
の
財
政
均

衡
に
つ
い
て
一
歩
を
踏
み
出
す
と
い
う

決
意
を
述
べ
て
い
ま
す
。

「
経
済
あ
っ
て
の
財
政
」
と
い
う
基

本
方
針
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
強
い
経

済
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、
企
業

の
設
備
投
資
を
促
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
の
認
識
の
も
と
、
今
回
の
税
制
改

正
で
特
定
生
産
性
向
上
設
備
等
投
資
促

進
税
制
（
い
わ
ゆ
る
「
大
胆
な
投
資
促

進
税
制
」）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
「
大
胆
な
投
資
促
進
税

制
」
に
つ
い
て
、詳
し
く
見
て
い
き
ま
す
。

⑴
対
象
業
種

全
て
の
業
種
を
対
象

⑵
対
象
資
産
要
件

・
産
業
競
争
力
強
化
法
の
確
認
手
続
き

を
経
た
設
備
投
資
計
画
に
基
づ
き
取

得
し
た
設
備
等

（
機
械
装
置
、
器
具
備
品
、
工
具
、
建

物
、
構
築
物
、
建
物
附
属
設
備
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
）

・
投
資
下
限
額
　
35
億
円
以
上
（
中
小

企
業
者
等
に
つ
い
て
は
５
億
円
以
上
）

・
投
資
利
益
率
　
15
％
以
上

⑶
措
置
内
容

・
即
時
償
却
又
は
税
額
控
除
７
％
（
建

物
、
建
物
附
属
設
備
及
び
構
築
物
は

税
額
控
除
４
％
）

　
た
だ
し
、
控
除
額
上
限
は
法
人
税
額

の
20
％

・
事
業
環
境
の
急
激
な
変
化
に
よ
る
影

響
へ
の
対
応
（
繰
越
税
額
控
除
）

　
予
見
し
難
い
国
際
経
済
事
情
の
急
激

な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
計
画
に

つ
い
て
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基

づ
く
認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い

て
は
、
最
大
３
年
間
の
繰
越
税
額
控

除
が
可
能

⑷
措
置
期
間

　
　
産
業
競
争
力
強
化
法
の
改
正
法
の

施
行
の
日
か
ら
令
和
11
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
設
備
投
資
計
画
に
つ
き
、

産
業
競
争
力
強
化
法
の
確
認
を
受
け

た
者
が
、
そ
の
確
認
を
受
け
た
日
か

ら
５
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に

取
得
等
を
し
、
事
業
の
用
に
供
し
た

設
備
等
を
対
象
。

⑸
他
の
設
備
投
資
税
制
の
適
用

　
　
本
制
度
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
、
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
や

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

投
資
促
進
税
制
の
設
備
投
資
税
制
等
、

他
の
優
遇
税
制
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑹
不
適
用
措
置

　
　
大
企
業
に
つ
い
て
は
、
当
期
の
所

得
が
前
期
を
超
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
賃
上
げ
要
件
又
は
国
内
設

備
投
資
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
さ

な
い
場
合
に
は
、
本
制
度
の
適
用
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〈
賃
上
げ
要
件
〉

　
賃
上
げ
率
１
％
以
上

（
超
大
企
業
（
＊
）
は
２
％
以
上
）

〈
国
内
設
備
投
資
要
件
〉

　
　
国
内
設
備
投
資
額
が
当
期
の
減
価

償
却
費
の
30
％
超
（
超
大
企
業
は

40
％
超
）

（
＊
）
超
大
企
業
と
は
、
大
企
業
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
法
人
を
い
い
ま
す

①
資
本
金
の
額
等
が
10
億
円
以

上
か
つ
常
時
使
用
す
る
従
業

員
数
が
１
０
０
０
人
以
上

②
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が

２
０
０
０
人
超

⑺
適
用
時
期

　
　
本
制
度
は
執
筆
時
現
在
（
令
和
８

年
５
月
22
日
）
法
整
備
が
す
す
め
ら

れ
て
お
り
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

は
今
後
決
定
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

最
新
の
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経

済
産
業
省
の
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

健
康
の
お
話

沼
尾 

利
郎

肺
炎
は「
治
す
」か
ら「
防
ぐ
」へ

沼
尾
　利
郎

　
　ぬ
ま
お 

と
し
お

日
光
市
生
ま
れ
。
宇
都

宮
高
校
、
獨
協
医
大
卒

業
後
、
米
国
留
学
を
経

て
塩
谷
総
合
病
院
副
院
長
、
国
立
病
院
機
構
宇
都
宮

病
院
院
長
を
歴
任
。
現
在
は
同
病
院
名
誉
院
長
と
し

て
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
診
療
。
専

門
は
呼
吸
器
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
な
ど
。
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肺
炎
の
リ
ア
ル

肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
第
５
位
で

あ
り
（
２
０
２
４
年
）、
肺
炎
死
亡
者
の

98
％
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
肺

炎
は
高
齢
者
の
死
亡
リ
ス
ク
が
高
い
だ

け
で
な
く
、
治
っ
た
後
で
も
心
血
管
疾

患
や
認
知
症
な
ど
の
発
症
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
肺
炎
が

「
急
性
疾
患
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
回
復

後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
全
身
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
「
慢
性
疾
患
」
の
特
徴
も
持

つ
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
肺
炎
は
入
院
に
よ
る
体
力
低
下

が
高
齢
者
の
身
体
機
能
を
低
下
さ
せ
、

肺
炎
を
き
っ
か
け
に
寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
介
護
施
設
へ
の
入
所
が
必
要
に

な
っ
た
り
し
て
健
康
寿
命
を
縮
め
る
の

で
す
。

2 

が
ん
と
感
染
症

が
ん
治
療
中
の
人
は
高
齢
で
な
く
て

も
免
疫
機
能
に
低
下
傾
向
が
あ
る
た
め
、

感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
重
症
化
リ
ス

ク
も
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
感
染
症
に
は

特
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

実
際
に
19
〜
49
歳
の
が
ん
患
者
は
健
常

人
に
比
べ
て
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
感
染

リ
ス
ク
が
10
倍
以
上
も
高
く
、
そ
の
死

亡
率
は
高
齢
者
と
同
じ
く
ら
い
高
い
の

で
す
。

ま
た
肺
炎
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

に
か
か
っ
て
が
ん
治
療
が
遅
れ
る
と
治

療
効
果
が
低
下
す
る
の
で
、
が
ん
治
療

を
予
定
通
り
進
め
る
た
め
に
も
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
が
ん
患
者
に
と
っ
て
大
変
重

要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
が
ん
患
者
は

抗
体
を
産
生
す
る
力
が
弱
い
の
で
ワ
ク

チ
ン
を
打
っ
て
も
十
分
な
予
防
効
果
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
が
ん

患
者
に
接
す
る
周
囲
の
人
も
積
極
的
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
、
が
ん
患
者
の

感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
す
（
周
囲
の
人
か

ら
感
染
さ
せ
な
い
）
こ
と
も
大
事
で
す
。

3 

新
し
い
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

肺
炎
球
菌
は
日
常
で
か
か
る
肺
炎
の

原
因
と
し
て
最
も
多
い
菌
で
あ
り
、
死

亡
原
因
菌
の
中
で
最
も
多
い
の
も
こ
の

菌
で
す
（
図
）。
し
か
し
日
本
の
高
齢
者

の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
約

40
％
程
度
で
あ
り
、
欧
米
諸
国
（
60
〜

70
％
台
）に
比
べ
て
低
い
の
が
現
状
で
す
。

２
０
２
６
年
４
月
か
ら
65
歳
以
上
の

成
人
を
対
象
と
し
た
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
は
、
23
価
多
糖
体
ワ
ク

チ
ン
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｖ
23
／
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ

ク
ス
）
か
ら
20

価
結
合
型
ワ
ク

チ
ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｖ

20
／
プ
レ
ベ

ナ
ー
20
）
に
変

わ
り
ま
し
た
。

新
し
い
ワ
ク
チ

ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｖ
20
）
は
重
症
化
を
防
ぐ
効

果
（
血
清
型
カ
バ
ー
率
）
が
高
く
、
免

疫
記
憶
が
残
る
の
で
１
回
の
接
種
で
効

果
が
長
期
間
持
続
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
肺
炎
は
高
齢
者
の
予

後
を
左
右
す
る
重
大
な
病
気
で
あ
る
た

め
、「
予
防
で
き
る
病
気
は
し
っ
か
り

予
防
す
る
」「
肺
炎
は〝
治
す
〞か
ら〝
防

ぐ
〞へ
」（
舘
田
一
博
教
授
／
感
染
症
学
）

と
い
う
意
識
が
、
地
域
全
体
の
肺
炎
予

防
と
個
人
の
健
康
長
寿
の
延
伸
に
つ
な

が
る
の
で
す
。

皆
様
の
感
想
や
先
生
に
書

い
て
ほ
し
い
話
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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健
康
の
お
話

沼
尾 

利
郎

肺
炎
は「
治
す
」か
ら「
防
ぐ
」へ

沼
尾
　利
郎

　
　ぬ
ま
お 

と
し
お

日
光
市
生
ま
れ
。
宇
都

宮
高
校
、
獨
協
医
大
卒

業
後
、
米
国
留
学
を
経

て
塩
谷
総
合
病
院
副
院
長
、
国
立
病
院
機
構
宇
都
宮

病
院
院
長
を
歴
任
。
現
在
は
同
病
院
名
誉
院
長
と
し

て
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
診
療
。
専

門
は
呼
吸
器
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
な
ど
。

図　肺炎の原因菌

レジオネラ・ニューモフィラ

インフルエンザウイルス

緑膿菌

肺炎桿菌

黄色ブドウ球菌

モラクセラ・カタラーリス
肺炎クラミジア

肺炎マイコプラズマ

インフルエンザ菌

肺炎球菌 20%
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2.0%
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1.1%
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0.6%
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検出頻度

1 

肺
炎
の
リ
ア
ル

肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
第
５
位
で

あ
り
（
２
０
２
４
年
）、
肺
炎
死
亡
者
の

98
％
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
肺

炎
は
高
齢
者
の
死
亡
リ
ス
ク
が
高
い
だ

け
で
な
く
、
治
っ
た
後
で
も
心
血
管
疾

患
や
認
知
症
な
ど
の
発
症
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
肺
炎
が

「
急
性
疾
患
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
回
復

後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
全
身
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
「
慢
性
疾
患
」
の
特
徴
も
持

つ
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
肺
炎
は
入
院
に
よ
る
体
力
低
下

が
高
齢
者
の
身
体
機
能
を
低
下
さ
せ
、

肺
炎
を
き
っ
か
け
に
寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
介
護
施
設
へ
の
入
所
が
必
要
に

な
っ
た
り
し
て
健
康
寿
命
を
縮
め
る
の

で
す
。

2 

が
ん
と
感
染
症

が
ん
治
療
中
の
人
は
高
齢
で
な
く
て

も
免
疫
機
能
に
低
下
傾
向
が
あ
る
た
め
、

感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
重
症
化
リ
ス

ク
も
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
感
染
症
に
は

特
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

実
際
に
19
〜
49
歳
の
が
ん
患
者
は
健
常

人
に
比
べ
て
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
感
染

リ
ス
ク
が
10
倍
以
上
も
高
く
、
そ
の
死

亡
率
は
高
齢
者
と
同
じ
く
ら
い
高
い
の

で
す
。

ま
た
肺
炎
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

に
か
か
っ
て
が
ん
治
療
が
遅
れ
る
と
治

療
効
果
が
低
下
す
る
の
で
、
が
ん
治
療

を
予
定
通
り
進
め
る
た
め
に
も
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
が
ん
患
者
に
と
っ
て
大
変
重

要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
が
ん
患
者
は

抗
体
を
産
生
す
る
力
が
弱
い
の
で
ワ
ク

チ
ン
を
打
っ
て
も
十
分
な
予
防
効
果
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
が
ん

患
者
に
接
す
る
周
囲
の
人
も
積
極
的
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
、
が
ん
患
者
の

感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
す
（
周
囲
の
人
か

ら
感
染
さ
せ
な
い
）
こ
と
も
大
事
で
す
。

3 

新
し
い
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

肺
炎
球
菌
は
日
常
で
か
か
る
肺
炎
の

原
因
と
し
て
最
も
多
い
菌
で
あ
り
、
死

亡
原
因
菌
の
中
で
最
も
多
い
の
も
こ
の

菌
で
す
（
図
）。
し
か
し
日
本
の
高
齢
者

の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
約

40
％
程
度
で
あ
り
、
欧
米
諸
国
（
60
〜

70
％
台
）に
比
べ
て
低
い
の
が
現
状
で
す
。

２
０
２
６
年
４
月
か
ら
65
歳
以
上
の

成
人
を
対
象
と
し
た
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
は
、
23
価
多
糖
体
ワ
ク

チ
ン
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｖ
23
／
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ

ク
ス
）
か
ら
20

価
結
合
型
ワ
ク

チ
ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｖ

20
／
プ
レ
ベ

ナ
ー
20
）
に
変

わ
り
ま
し
た
。

新
し
い
ワ
ク
チ

ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｖ
20
）
は
重
症
化
を
防
ぐ
効

果
（
血
清
型
カ
バ
ー
率
）
が
高
く
、
免

疫
記
憶
が
残
る
の
で
１
回
の
接
種
で
効

果
が
長
期
間
持
続
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
肺
炎
は
高
齢
者
の
予

後
を
左
右
す
る
重
大
な
病
気
で
あ
る
た

め
、「
予
防
で
き
る
病
気
は
し
っ
か
り

予
防
す
る
」「
肺
炎
は〝
治
す
〞か
ら〝
防

ぐ
〞へ
」（
舘
田
一
博
教
授
／
感
染
症
学
）

と
い
う
意
識
が
、
地
域
全
体
の
肺
炎
予

防
と
個
人
の
健
康
長
寿
の
延
伸
に
つ
な

が
る
の
で
す
。

皆
様
の
感
想
や
先
生
に
書

い
て
ほ
し
い
話
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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会
員
の
声

還
暦
を
迎
え
て

発
行
／
公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
　
宇
都
宮
市
鶴
田
2
-2
1
-14
　
T
E
L
0
2
8
-6
4
8
-9
4
6
6
　
h
ttp
://w

w
w
.u
tsu
h
o
u
.o
r.jp
　
発
行
人
／
黒
本
淳
之
介
　
広
報
委
員
長
／
轟
 久
敬
　
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
／
藤
﨑
印
刷
㈱

家
業
は
祖
母
の
代
か
ら
鶏
卵
販
売

業
が
生
業
で
し
た
。
当
時
は
栃
木
近

辺
の
養
鶏
家
さ
ん
か
ら
生
卵
を
仕
入

れ
、東
京
都
内
を
中
心
に
販
売
（
行
商
）

を
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
祖
母
か
ら
父
へ
代
替
わ

り
を
し
、
お
客
様
の
ご
要
望
も
あ
り

鶏
卵
の
販
売
か
ら
、
現
在
の
、
卵
を

割
っ
て
液
状
に
し
て
容
器
に
詰
め
て

販
売
す
る
液
卵
の
製
造
販
売
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
使
用
す
る
卵
黄

と
、
お
菓
子
や
水
産
練
り
製
品
（
蒲

鉾
等
）
に
使
用
す
る
卵
白
に
分
離
し

て
別
々
に
販
売
す
る
や
り
方
で
、
お

客
様
の
幅
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

卵
は
か
つ
て
高
級
品
で
し
た
が
、

や
が
て
「
物
価
の
優
等
生
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
の
後
半
か

ら
厳
し
い
価
格
競
争
が
続
い
た
中
、

今
日
ま
で
会
社
が
継
続
出
来
て
い
る

の
は
、
皆
様
の
お
か
げ
だ
と
日
々
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
父
親
が
33
年
前
に
59
才
で

急
逝
し
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
27

歳
の
時
か
ら
今
日
ま
で
皆
様
の
力
を

借
り
て
必
死
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

気
が
つ
け
ば
父
親
の
享
年
と
同
じ
年

に
な
り
ま
し
た
。
昔
を
思
え
ば
、
父

親
は
随
分
と
大
人
だ
っ
た
気
が
し
ま

す
。
仕
事
で
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
等
、

当
時
は
納
得
の
い
か
な
い
思
い
も
し

ま
し
た
。
し
か
し
今
思
え
ば
そ
れ
も

こ
れ
も
今
の
自
分
の
栄
養
剤
で
あ
り
、

こ
こ
ま
で
無
事
に
来
ら
れ
た
こ
と
へ

の
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

早
く
に
亡
く
な
っ
た
父
親
と
は
逆

に
、
母
親
は
80
歳
を
過
ぎ
た
今
も
人

一
倍
元
気
で
、
毎
日
会
社
に
き
て
仕

事
を
し
て
お
り
ま
す
。
人
生
１
０
０

年
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
う
ち
の

母
こ
そ
ま
さ
に
そ
の
言
葉
が
ぴ
っ
た

り
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
働
く
姿
は
、
私
に
と
っ

て
何
よ
り
の
活
力
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。さ

て
還
暦
と
い
え
ば
、
昔
は
赤
い

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
て
「
お
じ
い

さ
ん
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

し
た
が
、
自
分
の
中
で
は
　〝
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
〞
と
い
う
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

体
力
が
続
く
限
り
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
に
は
２
人
の
子
供
が
お
り
ま
す
。

子
供
た
ち
が
自
分
を
ど
う
み
て
い
る

の
か
多
少
不
安
な
気
も
し
ま
す
が
、

ち
ゃ
ん
と
し
た
大
人
に
な
っ
て
く
れ

る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
上
三
川
支
部
　
支
部
長公文 

達
則

宇都宮法人会  今後の事業予定（主なもの）

８月

８月

８月

９月

９月

10月

10月

10月

４日

５日

６日

11日

15日

７日

８日

28日

決算期別法人説明会

決算期別法人説明会

本部・支部・部会役員合同会議

局連青連協合同セミナー

時局講演会

新設法人説明会

全法連全国大会茨城大会

チャリティゴルフ大会

護国会館

ベルヴィ宇都宮

ホテルニューイタヤ

東武ホテルグランデ

ベルヴィ宇都宮

法人会会館

水戸市

宇都宮CC

月　日 行　　事 会　　場

10月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

下旬

５日

６日

９日

12日

20日

下旬

県連主催会員研修会

決算期別法人説明会

決算期別法人説明会

国税局幹部講演会

秋季講演会

全国青年の集い島根大会

年末調整説明会

未定

護国会館

ベルヴィ宇都宮

宇都宮市文化会館

栃木県総合文化センター

松江市

未定

月　日 行　　事 会　　場

広告の申込・お問い合わせは

A４版

028-648-9466TEL 028-648-9468FAX

裏表紙

公益社団法人 宇都宮法人会

■料金表

A４版 ●１段…………
●１/２段………

10,000 円
5,000 円

中　面

●２段…………
●１段…………

30,000 円
20,000 円

掲載のご案内
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